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■ はじめに

■ 推奨環境■

このレポートを閲覧するにあたってAdobeReaderの利用を推奨いたします。
最新のAdobeReaderをダウンロードしてください。（無料）

⇒http://get.adobe.com/jp/reader/otherversions/

■ 本著作物をご利用するにあたっての注意事項■

世界一わかりやすい株の学校（以下、本著作物と称す）を受講する個人・法人（以
下、甲と称す）に提供するのは、原則として取引の方法に限ります。

乙は、当サービスの中で、有価証券等の価値等の分析に基づく具体的な投資判断
および投資助言等は一切行いません。また、一切の投資スキームの運営を行わず、
また、投資案件の募集も行いません。

本著作物は、甲に投資および何らかの購入を促すものではありません。乙が提供し
た情報に基づいて甲が投資を行った成果はすべて甲に帰属します。

本著作物および乙が提供する情報は、甲を拘束するものではなく、売買を強制する
ものではありません。売買の結果、甲に損害が発生することがあっても、乙はこれを
賠償する責任を負いません。

本著作物に含まれる情報は、甲の利益を保証するものではありません。甲に損失、
損害が発生することがあっても、乙はこれを賠償する責任は負いません。

http://get.adobe.com/jp/reader/otherversions/


■ スクール案内編 「 講義紹介 受講の手引き 」 目次

世界一わかりやすい株の学校（スクール）の概要と習得イメージを理解する

■ スクールの目的と『 テクニカル編 』の役割について

■ カリキュラム案内

■ 講座配信スケジュール（予定）

■ 学習のポイントチェック

■ 学習の手引き

■ おわりに



■ スクールの目的と『 テクニカル編 』の役割について

・世界一わかりやすい株の学校 テクニカル編（スクール）概要

・テクニカル編の目的と役割

勝つための知識を実現益にするための基本的トレード技術を習得！

実践

応用

管理編 手法編

•リスクリターン管理

•トレード管理管理

•トレンド分析手法

•出来高分析手法手法

•実践/応用技術

•相場観と市場分析実践



■ カリキュラムと配信スケジュール（学習ステップ）

・3か月のスクール期間のカリキュラム案内（技術編）

・講義配信スケジュールと学習ステップ

まとめて学習（予習）してもOK！自分のペースでしっかり習得！

1 基本知識

2 目標・計画

3 取引プラン

4 取引実行/修正

5 トレンド分析

6 出来高分析

7 活用ポイント

8 結果検証/分析

9 応用実践

10 市場/相場観

11 取引技術総括

3か月目 応用・習慣

3か月目 講義週一回配信 計4本配信

2か月目 習得・実践

2か月目 講義週一回配信 計4本配信

1か月目 知識・理解

受講1か月目 講義週一回配信 計4本配信

※ トレンド分析の講義は前編・後編の二つあります



■ 学習のポイントチェック①講義案内

動画とテキストで、自分のペースで分かるまで学習できる！

・講義は動画で配信！

自分のペースで何度でも視聴可！
講師が直接セミナー形式で解説！
後日、動画を復習することも可！

・初めてでも安心のテキスト教材

【 何度も学んで知識を習慣に！ 】

スクールの講義内容やプログラムは、
勝つための知識を理解するだけでなく、
実践し、実際に利益を実感頂くことを
目標（ゴール）に構築しています。

なので、スクール生のみなさんも、自
分のペースで構いませんので、講義動
画で学んだ知識・技術を、実際に取引
で試したり、検証したりして、実践力
を高める視点で、講座に取り組んでみ
ましょう！

それが勝ち組への第一歩となります！

【 講義動画の内容を教材で確認！ 】

講義動画には、毎回かならずテキスト
教材や計算シートが添付されます。

動画だけでは理解できなかった所や、
講義の重要ポイントは、テキストで併
せて確認しましょう。

テキストは、PDF形式のため、ダウン
ロードや出力することが可能です。

何度も復習して、しっかり技術を習得
しましょう！

株



■ 学習のポイントチェック②講義内容紹介 『 管理編 』

プロトレーダー級の管理能力をすべてシートで実現！すぐに使える！

・勝つ理由を知識/理論で理解！

・勝利の方程式で取引は自動管理！

【 なぜ、勝てなかったか分かる！ 】

管理編では、勝ち組トレーダーの技術
を、基本的な知識から一歩ずつステッ
プアップしながら理解できます。

勝てると分かるからこそ、自信を持っ
てリスクを取りに行くことができます
し、また、勝ち方を理解することで、
これまで、なぜ勝てなかったのかを実
感することもできます。

手法やテクニックだけでなく、勝つた
めの本質的な知識を習得できます。

【 目標/リスクを自動で計算！ 】

勝利の方程式は、自分の取引計画を入
力すると、自動で利益を達成するため
に必要なプランやリスクを計算できる
シートです。

勝率やリスクリワードだけでなく、銘
柄数や取引量、取引回数なども勘案し
て計算されますので、株トレードにお
ける損益要因のほとんどをカバーでき
ます。

また、取引結果が出た後も、自動計算
シートで分析・評価が可能です。



■ 学習のポイントチェック③講義内容紹介 『 手法編 』

いつまでも使える王道のトレード手法が習得できる！

・流れを読むトレンド分析！

コイントスですら勝ち組は勝てる
相場で有利なタイミングとは？
トレンドは移動平均線で分かる！

・流れを裏付ける出来高分析！

出来高分析の本当の意味を知る
テクニカル分析は出来高で威力倍増

【 相場の動きを6段階で判断！ 】

手法編で学習する最初の手法は、相場
の流れを読み、有利なタイミングで取
引を開始したり、決済したりする、ト
レンド分析手法の基礎を習得します。

トレンド分析手法は、相場を6つの流
れに分類し、方向性や位置を察知する
手法です。

これによって、相場の価格が将来どの
ような流れ（トレンド）になるのかを
推測することが可能です。

【 価格変化は出来高で検証する！ 】

手法編の二つ目は、トレンド分析手法
や他のテクニカル分析の補完的役割と
して活用できる「出来高」について学
習します。

相場の価格変化を裏付けすることがで
きる（＝大口投資家の動向を察知でき
る）出来高分析の基礎と要点を習得す
れば、売買サインのダマシ回避や、ト
レード勝率の精度向上が期待できます。

ジェシーリバモアなど、超一流のプロ
も重宝していた出来高分析を、ぜひ自
分の技術にしていきましょう！



■ 学習のポイントチェック④講義内容紹介 『 実践・応用編 』

基礎だけでなく、実践で使える最先端の知識・技術を学び続けられる！

・最先端理論で相場観を養う！

なぜ、暴落は起こるのか？
経済理論はどこまで活用できる？

・学んだ技術を実践し習慣に！

仲間と研鑽し続けられる環境
足元の相場で手法の実践例を学べる

【 相場の法則を理解する！ 】

実践・応用編では、トレード技術に応
用や活用できるさまざまなテクニック
を紹介します。

相場観の講義では、最先端の経済理論
を使った相場の法則や、それらを実践
に活用する時のポイントを解説します。

また、トレンド・出来高手法以外の売
買テクニックや銘柄選定方法も紹介し
ますので、ぜひ併せて活用しましょ
う！

【 知識・技術を継続的に学ぶ！ 】

講義で学んだ知識や技術は、どんどん
実践し、自分の経験（力）にしていき
ましょう！

スクールでは、卒業後も継続的に取引
技術の実践スキルを高められる継続学
習プログラムを提供しています！

講師が実際にスクールの技術を使って
取引した事例を解説したり、リアル会
場でのセミナーや懇親会を通じての質
疑応答やサポートも可能です！学んだ
技術を最大限にご活用ください！



■ 学習の手引き

・「勝ち続ける力」を身に付けるための学習プログラム

・講義に関する質疑応答（Q&A）とコラム配信について

・継続学習プログラムについて

「知り」・「試し」・「できる」・・・そして、「学び続けられる」スクールです！

株で勝ち続けられる「王道」のトレード技術を学び、世界で通用する王様になろう！

勝つための知識

勝つための手法

勝つ経験・実感

なぜ、勝てなかったのか？
どうして勝てるのか？を理解する！

目標・計画を実践する力！
相場を読み有利に取引する技術！

頭で理解した「勝つまでの道筋」
を実践し、実際に利益を上げる！
そして、それを習慣にする！

管理

•勝つ要因

•方程式

•管理シート

手法
•トレンド

•出来高

実践
•実践力

•応用技術

•講義毎に質疑応答受付

•個別メールサポート

質疑応答

Q&A

•Q&A式コラムや、市況情報
を配信 ※随時

コラム

市況

取引実践日記 セミナー・勉強会



■ おわりに

投資には元本棄損のリスク以外にも、さまざまなリスクが存在します。

本著作物に記載された情報はあくまで参考として活用するもので、運用利益や投
資資金を保証するものではありません。

爆発的な収益やハイリスク・ハイリターンな取引よりも、安全な運用を最優先に利用
してください。

投資利益が年間20万円以上出た場合、日本の税務署に申告する義務があります。

本著作物の情報は、2017年7月現在のものです。実際に投資をする場合は、最新
の情報をお調べいただくことをお勧めします。

平成29年7月


